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文学劃聴床心理学科の新たな試みとして、卒業諭文ポスター発表会が開催されることになりました。
卒業論文は学生の皆さんにとって4年間の学修成果の集大成であり、大学で学んだことの証となるもの
ですが、これまでは、その到達度を邑ら検証する機会がありませんでした。広く参擁者からの意見､批
評を聞くことができるポスター発表会は、その意味で、有意義な企画だろうと思います。他者の評価に
耳を傾けることが、さらなる学び、研甕への第一歩となるよう顕っています。

跡見学園女子大教学甑長

小仲信孝

「卒業演文ポスター発表会」第1回が開催されることに、大きな期待があります。4年生が進めてき
た研究のプロセス、成果を同級生、また後輩や傑護音等のみなさまと共有できることは、とても意義深
いことと思います。

跡見学園女子大学臨床心理郭I主任

山ロ豊一
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跡見学園女子大学文学部では、平成22年度カリから卒繍文が必修になり、今年度は必修最
初の学年が卒業論文を仕上げた記念すべき年度になります。

臨床心騨科ではそのことを記念して、本年度から「卒業論文ポスター発表会」を開催する
ことに致しました。

卒業論文は、学生にとって初めての研究体験の機会であり、各自が熱心に取り組みましたの
で、その成果を公開し、お互いの努力を讃え合い、これから論文作成に取りかかる後輩たちの
参考にも供したいと考えています。

このような趣旨で、参加することにこそ意義がありますので、特に優秀昔を選抜するという
ことは、致しませんでした。誹稼の視点からは、拙いと思われるものがあるかもしれません
が、温かい目で見守っていただければ幸いです。聯心理学科野の4年生は121名で、9名
の教員が1略ずつ卒論贈導を担当しており、今回の発表は2略ですから、会場で御覧になれる
のは全体の6分の1に過ぎません。発表は任意参加としたため、初年度でもありこの数になり
ました。

来年度以降、発表者が増えることを、期待しています。今年度は臨床心理学科のみの先行実
施となりましたが、今後は他学部他学科の参加も得て、恒常的な教育活動の一環へと発展して
いくことを、期待しています。
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電車内座位者による傘の持ち方と服装の関係
一道徳性の自己学習を考える一

長岡茉実

(跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

筆者は人間がどのように道徳性を獲得していく

のかに関心を持っている。道徳性といっても色々

な面を持っているが、特に公共の場におけるマナ

ーに、ここでは注目したい。

マナーの獲得に関する研究はあまり進んでいな

いが、人は経験によって学習することは多いので、

社会的迷惑を蒙った経験からマナーを学習するこ

ともあり得るだろう。

そういう問題意識のもとに、本研究においては、

車内の傘の持ち方に関するマナー獲得に焦点をあ

て、その実態を明らかにしていきたい。

目的

本研究では観察調査を行って、電車内で着席し

ている人の傘の持ち方がどのようなものであるか

を調べる。また、傘の持ち方とボトムスの種類に

何らかの関連があるかどうかも、あわせて調べる。

TABLE1傾向のまとめ

3分の2の人は、手もとを持つ、手もとを手すりの

内側にかける、露先を持つ、の3つのうちのどれ

かの持ち方をしている。

男性はビニール傘を使いやすい。

男性は傘を直接持たない傾向がある。

男性はビニール傘を足の間に置く傾向がある。

男性はビニール傘を手で持つ傾向がある。

女性は洋傘を使いやす。

女性は傘を直接触れている持ち方が多い。

女性は傘を足で挟む傾向がある。

女性は洋傘を足の間に置く傾向がある。

女性はスカートよりもズボンを履く傾向がある。

女性はスカートを履いているのにも関わらず、傘

を足で挟む。

折りたたみ傘を使う女性は男性よりも多様な持ち

方をする。

女性は折りたたみ傘を直接持たない傾向がある。

女性は手もとが？の形の折りたたみ傘を使う傾向

がある。
方法

調査方法は雨の日、電車内で観察調査を行った。

調査項目は、1.性別、2.ボトムスの種類、3傘の種

類、4.傘の位置、5.傘の持ち方、6.傘が閉じられて

いるか、7.手もとの形の7種類である。

考察
類、4.傘の位置、5.傘の持ち方、6.傘が閉じられて

全体的に見て、女性は傘を足で挟む傾向がある
いるか、7.手もとの形の7種類である。

とわかったが、その理由はスマートフォンを操作

しているからではないだろうか。筆者は観察をし
結果

結果は.筆者が調査した中では23種類の持ち方墓艤i､奎筐篁駕懸垂二三｡卜就
簸毫茎艫耀舗鱒菫鬘蹴含旱購巽騨麓蛮琴重雫霧
篁菫凄鰯三島菫臨簑軍学鶚が関係あるかは断定出来ない｡今後の調査が必要
性は生布の部分を持っている事が多いとわかった。である。

引用文献
ボトムスについては男性も女性もスラックスが

吉田俊和・安藤直樹・元吉忠寛・廣岡秀一・斎
一番多かった。女性はスカートを履いていて、傘

藤和志.森久美子.石田靖彦･北折充隆（1999）
を足で挟むことがあるとわかった。

社会的迷惑に関する研究(1)名古屋大学教育
TARI.Elは結果から分かった傾向を表にしたも

学部紀要(心理学)，46,53-73.
のである。男性における傾向よりも、女性におけ

る傾向の方が多いということがわかった。
湖2013年度卒業論文指導教授:藤澤伸介先生
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駅のホームでの並びかたに見られる男女の違い
－空間認知における性差との関係一

青木美子

（跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

現在、男女の行動には差があると言われている

が、従来の心理学の研究においては、その差がな

いものと考えるのが主流である。しかし、本研究

では、こうした男女の行動の差が本当にないのか

を確かめる為に、駅のホームでの整列行動を観察

調査することにした。また、なぜこうしたことが

起きるのかに関して、『能力の差理論｣、「パーソナ

ルスペース理論」という、2つの理論を検討する

こととし、並び方における男女の差が、どちらの

理論によってうまく説明できるかを分析した。

目的

行列の作り方は男女によってどのように異なる

のかを、駅のホームでの整列行動を観察調査する

ことによって、そこにどのような原則が働いてい

るかを考察する。

方法

電車の駅5箇所を選びそこのホームにおいて観

察調査を行った。対象は、63本のホームで電車

待ちをしている人々393名とした。但し、朝の

通勤時間は避けて行った。

また、駅のホームでの並んでいる人を3群に分

類した。1つ目は枠内に並んでいる者。2つ目は

並んでいるつもりだけれども、枠内からはみ出し

て並んでしまっている者。3つ目は非整列者であ

る。この3つの並びかたの例は図のとおりである。
＝

…

1ホーム毎年

？

|－，－｜〃
？プフラト添一ざ.‘

FiguXe3非整列者の例

結果

枠内に並んでいるのは男性が多く、女性の方が

少ないという結果になった。大手町駅では混在率

は30％であり､列中の男性比率は59％であり、

列中の女性比率は41％であり、整列比率は1

5％であった。列中の整列率は女性よりも男性の

方が18％高いという結果が出た。

蝶20艶40％““…ユ四％

｢－1 I
『

I I

男性

I
Ⅱ
？
■
４
宮
１
ｄ
伊
４
４
．
４
町
け

ロ整列人散

･を辞整列人数

女性

｜｜

考察

男性は整列率が高く、枠内に並んでいることが

多いことが分かった｡一方､女性は整列率が低く、

枠内に並んでいることが少ないことが分かった。

従って、パーソナルスペース理論は棄却され、能

力の差理論が概ね支持された。

今後の研究においては、整列指示枠に並んでい

る人と、枠外にはみ出している人が同一グループ

とみなされる場合、到着順序の記録があれば、整

列意図がより明確になり、より男女差が鮮明にな

ると考えられる。

引用文献

PEase,AdPease,B.(2001).Whymendon't

"tenandwomencan'treadmaps・onon

BooksLtd

F←ム…

＝ｻﾄ不一象

FiguXe1枠内に並んでいる人の例
…

？字一トー

テラジト手一へ

Figure2並んでいるつもりの者の例 画2013年度卒業論文指導教授＆藤澤伸介先生
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マク蔭ナルFの店内灘状況と所在地域人口との関係

－時間取り戻しシステムの可能悩昏－

牧野紗彩

(跡見学園女子大学文学部臨床心理学科〉

問題

筆者はファストフードの代表格とも言えるマク

ドナルドのように、最も心理学に基づいたマーケ

ティングの工夫をしていると言われている店でも、

食べ終わったにも関わらず席を立たずに在店し続

ける人が多くみられることが気になった。

そこで、マクドナルドの店内滞在状況と所在地

域人口との関係を見ることで、回転率を上げるこ

とが重要視されるファストフーF店であるマクド

ナルドと食べ終わったにも関わらず席を立たない

人々との関係を調べたい。

反対に、昼夜間人口の差が小さく、地元で働いて

いる人や自宅が職場である人が多い地域にある店

舗は単位時間当たりの座席占有率の割合は小さく、

店舗が混雑している状況は少ないということがわ

かった。
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目的

・マクドナルド店舗内において客の出入りを観察

することにより、①店舗によって座席占有率に大

きな差は見られるのか、②座席占有率とそのマク

ドナルドがある区の昼間の人口とに何らかの関係

があるのかどうかを調べる。

また、平均在店時間と座席占有率はどのような

関係になっているのか調べる。

0200400600800

昼間人口の多い区の昼間人ロ_(p)(人）

Figurel-人当たりの平均在店時間と昼間人口

の多い区の昼間人口の関係

考察

結果を総合すると、地元で働いている人や自宅

が職場である人と都内他地域や他府県から通勤し

ている人との違いは通勤時間の差であることが考

えられ、通勤時間により削られた自分の時間を待

ち時間の短いファストフード店を利用することに

より埋め合わせたいと考えている、ということが

示唆された。

方法

調査は平日に行い、観察時間は12:00~19:00の

間に入店し観察が終了するまでとする。

店舗と座席は無作為に選び最低1時間在店し、

座席から見える範囲の座席の客の出入りを観察す

る。

また、筆者の在店時間が1時間経過し、入店か

ら退店まで観察することが出来た客が10人に達

した時点でそのマクドナルドでの観察を終了する。

引用文献

一川誠(2008）大人の時間はなぜ短いのか集英

社新書

Mannell,R､C.,&meibe喝D.A.(1997).Asocial

psychologyofleisure.StateCollege:Venture

PUblishing.(マンネル,R.C.,&クリーバー,D.A

清水敏彦（監訳）（2004）．レジャーの社会心

理学世界思想社）

結果 psychologyofleisure.StateCollege:Venture

一人当たりの在J吉時間が長い区と昼間人口の多PUblishing.(マンネル,R､C.,&クリーバー,D.A
い区は高い相関関係を示した。清水敏彦（監訳）（2004）．レジャーの社会心

また、各店舗の所在区ではない地域から各店舗理学世界思想社）

の所卒区Iご働舂に来ている人が多いほど店舗の座”…．”…芦
席占有率の割合が大きくなる傾向を示した｡、､注)2018年度卒業論文指導教授：藤羅伸介先生
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飲食店における一人客の行動にみられる男女差
一『ついでの行動」をどう認知するのか－

鈴木友佳里

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科

問題

筆者は「一人客」が企業戦略の1つのターゲ

ットとして注目を集めていると感じている。本

研究では一人でお店に来店し、一人で食事や作

業をする人を「一人客jと呼び、飲食店におけ

る一人客の行動特性を調べることにするAnan

&BarbaraPease(2001)によれば、様々 な

場面において男女差はみられるということが明

らかになっている。そこで筆者は一人客が多く

集まると思われる飲食店に注目し、一人客の行

動に男女差はみられるのか、みられるとしたら

どんな差があるのか、先行研究がなかったこと

を踏まえて調べたいと考えた。

目的

一人客の男女差を調査し、各項目において男

女差はみられるのか調査する。

方法

今回の調査は観察調査である。

調査内容は、サンマルクカフェ、エクセルシオ

ール､スターバックスの3店舗にてそれぞれ10

店舗ずつ計30店舗調査した。以下サンマルク

=SA、エクセルシオール=EX，スターバッ

クス=STとする。3店舗に来店した一人客の

男女で、年齢･性別・年代･店内での過ごし方・

在店時間・荷物の置き方の4項目において調査

を行った。調査方法は、時系列の調査用紙を用

意し､記号を用いて調査対象者の性別､年齢や、

食事、といった調査項目を記入した。

結果

TablelとTable2を比較してみると男性は

60分未満の在店者が32.1％なのに対し、女性

は64.5％と女性の方が在店時間は短いことが

わかった。一方帥分以上の在店者においては

男性が67.9％なのに対し､女性は弱.2％と男性

の方が在店時間は長いという結果であった。性

別を除いた結果は60分未満も、60分以上も人

数の差は見られないが､性別ごとにみてみると、

男性は帥分以上の在店、女性は㈹分未満の在

店ということがわかった。

mblel

男性の60分未満在店者と帥分以上在店者の比較(％）

60分未満 60分以上 合計

SA 4(19jO) 17(81.0） 21(1伽）

EX 15(42.9） 釦(57.1） 35(1側）

ST 7(28.0） 18(72.0） 25(1㈹）

合計 26(321） 55(67.9） 81(1閲）

T泡b恥2

女性の帥分未満在店者と60分以上在店者の比較(％）

60分未満 60分以上 合計

SA 24(55.8） 19(44.2） 43(1伽）

EX 18(720) 7(28.0) 25(1伽）

ST 26(70.3) 11(29.7） 37(1側）

合計 68(64.5） 37(35-2） 105(1伽）

考察

在店時間の結果において、男性は帥分以上

の在店者が多く、女性は60分未満の在店者が

多いという結果であったことから、男性は飲食

店に仕事を女性は休憩をしに来店しているので

はないかと筆者は推測している。企業は女性の

社会進出と一人客の増加を結びつけて考えてい
るが、WbrldnConOmicFbrum(2013)によれ

ば謎日本は女性の社会進出がほとんどできてい

ない国という統計結果もでている。在店時間も

女性の方が短かったことから、女性の社会進出

は進んでいないということがいえるのではない

だろうか｡また､一人客の観察調査によって『つ

いでの行動」が多くみられた。食事にプラスし

た作業内容だけでなく、飲み物を注文すること

で、店内に自分の空間を確保し、作業を行う人

もみられたことから、「ついでの行動」に対する

認知差があることもわかった。

引用文献

Anan&mmaraPease(2"1).WhyMenDonjtLiSten

andWOmenCanPtmadMaps・OriOnMkSLtd

WmldE"nomiChrum,(201鋤.neGlObalGender

Gapmport.WxldE"nD立血助rum

注)2013年度卒業論文指導教授:藤澤伸介先生

P-04



二

遊び場面における子どもの欲求と母親の行動
-attachlnevltとbondingの視点から－

金子靖子

(跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題・目的

これまで母子関係に関する研究が様々行われ、

特定の場面や遊具を用いた研究が多くあげられて

きたが、日常的な場面での研究がほとんどなされ

ていない。しかし実際の母子関係は、日常生活の

中で築かれるものなので、日常的な子どもの遊び

場面の調査を行う必要があると考え、日常の一場

面である「公園」を研究場面に選び、母子の行動

を観察することで子どもの欲求がどういったもの

であるか、母親の反応や自発的な行動が子どもの

欲求に関係するのかを観察法を用いて調査するこ

とで、更なる母子関係の発展につなげる。

方法

調査は観察法を用いて、日常生活で使われる公

園で遊ぶ1～5歳の子どもと、その母親の行動を

記録する。記録用紙は、独自に作成した記録用紙

②を使用し、子どもの欲求行動を「行動欲求」「身

体接触」「介入j「反応欲求」「共同注目」「共同行

動」の6つに分類した。観察時間は1組あたり30

分である。

母親の反応は「。」「○」I△」「×」に分類し、

子どもの欲求行動と同じ項目で、母親の自発的な

行動も記録した。

結果

母親の反応は「介入」や「共同欲求」に対して

欲求を満たす反応がよく見られ、「行動欲求」「反

応欲求」ではその反応が低く、I身体接触」と「共

同注目」は中間程度であった。(Figurel)
味2唖4味6砥8“ﾕ”％

行釛欲求

身体潅鯉

介入

反凡欲求

共同注目

共同欲求

琴蕊麹織雲菫三三

Figurel母親の反応内容の割合

■○

口○

画△

巳×

子どもの欲求行動は「行動欲求」「身体接触」

「介入」「反応欲求」「共同注目l『共同行動」順に

みられ子どもの欲求行動と母親の自発的な行動に

はr=.94という強い正の相関があることが分かっ

た。

考察

母親の反応と子どもの欲求行動では、母親の積

極的な関わりと共通体験の程度に応じて母親が、

子どもの欲求に合致する反応を示す割合が異なる

ことが分かった。

「共同注目」は母親からの働きかけの方が数値

が多くなったが、矢藤(2000)と北山(2005)の文献

から、遊びの中で行われる母子のコミュニケーシ

ョンとして予想していないものが含まれていると

考えられ､それを除いて再度相関を調べたところ、

r=.96になりさらに相関が高くなることが判明し

た。

子ども達は遊びの中で、遊びに関する欲求も発

していたが、母親と一緒にいなかった時のことや

自分が感じたことを伝えたり、態度で示す行動が

見られ、言語コミュニケーションが未発達の子ど

も達にとって、遊びを通すことで自分を表現する

ことができたり、子どもが主体となる遊びの場面

なので、子どもの欲求を受け入れやすくなること

で、「母親から受け入れてもらえる」という感覚を

味わえ、安定した母子関係を築く基になると考え

られる。

母親は、子どもの遊ぶ姿を普段から注目するこ

とで、些細な変化に気づいてあげることができ、

子どもへの関わりが積極的になれば、子どもの欲

求に対して肯定的な反応を多くすることができ、

よりよい母子関係につなげられる。

引用文献

北山修(2005)．共視論講談社

矢藤優子(2000)，子どもの注意を共有するため

の母親の注意喚起行動：おもちゃ遊び場面の分

析から発達心理学研究,12巻,3号，
153－162‐

注)2013年度卒業論文指導教授:藤澤伸介先生
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電車内における乗客の行動
－手持ちぶさた状態の行動分析一

日高里美

(跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

0％ 50％ 100％

問題

電車内で人間は一体何をしているのか。実際に

乗ってみるとわかるが多種多様である。

これまで、電車での人間の行動についての研究

はなされてきたのだが、そのほとんどが電車内で

の化粧や公共マナーに関係したものであった。例

えば、米澤（2001）の「電車内で化粧をして、完

成した顔ではなく自己を表現するものとして化粧

のプロセスを見せる」とするものがある。

このため筆者は、「化粧やマナーではなく、電

車内で人間はまず何をしているのか」という根本

的な人間の行動を調べることが必要だと考えた。

目的

公共交通機関である電車には、どのような人が、

どんな目的で、何をしながら乗っているのかを明

らかにするために、個人としての乗客の行動を観

察調査によって調べる。

方法

2013年3月1日～6月1日の4カ月間で、電

車の乗客の作業行動を座位立位別・年齢別・乗車

目的別に観察して記録をする。

まず年齢の区分は「青年(15～30歳)」「中年(31

～60歳)」「高年(61歳以上)」とし、人数は3つの

年代それぞれ100人ずつ､合計600人を調査する。

そして作業行動項目は「塞置」「芝二△」「蕊塁
鐘」『璽墾」勉強･書き物」「＝_乏主」「煙
もしない』「二つ以上」と8つに分ける（アンダ

ーラインは作業行動の麺と塗里の区別)。
次に乗車目的項目は、服装・持ち物などから判

断し「仕事」「通学」『行楽」「その他の移動」と4

つに分けることとする。調査対象は「二人以上の

会話」を避けるため、個人の乗客に限る。

結果

電車内での人間の行動は、筆者が予想した作業

行動にほぼ分類された。また､先行研究で｢化粧」

の研究が多い中、筆者が実際に調査した時は『化

粧」をする人に出会わなかった。

しかし、年齢による変化が顕著に見られた。

Figurelは立位者の、動静差を年齢別に比べた
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Figurel立位者：年代別作業行動の動静差

ものである。これを見ると、青年から高年にな

るにつれて電車内での動的行動が減少し静的行動

が増加、逆に高年から青年になるにつれて「動的

行動」が増加し、「静的行動」が減少するというこ

とがわかった。

考察

上記の結果を分析すると、年齢による作業行動

の動静差に大きな変化が見られた原因として「高

年は、何もしていないのではなく考え事をしてい

る｣、逆に青年の「考えることの減少」という問題

が浮上する。

これら年代別の変化については、その時代・社

会の変化が関係していると考えられる。投票率の

低さから見る国政無関心や、生活に不便がない状

態などの社会的理由により｢考える｣ことが減り、

電車内での青年は頻繁に何かをしている。逆に高

年は、自身が若かった頃の日本はまだ成長段階で

あり、｢今より良く」という向上心のもと｢考える」

ことを頻繁に行ってきた。それが歳を取ってもな

お続いていると考えられるのである。

本研究を通して、基本的な人間の行動のみなら

ず、その行動がその時代に合わせたものになると

いうことがわかった。この結果からすれば、今後

の社会の変動に伴い、これからの電車内での人間

の行動はどんどん変化していくものと考えられる。

「考える若者の減少jとみなす解釈をここでは

取ったが､もしそうなら対策は喫緊の課題だろう。

引用文献

う…1).WI錠ｾﾝｽj麹う封錘ちへｲ錘上"麺一錫

注）2013年度卒業論文指導教授：藤澤伸介先生
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家庭環境と学校生活スキルの不登校傾向との関係
菱沼郁佳

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科

問題

不登校の定義は，「年間30日以上欠席した児

童生徒のうち,病気や経済的な理由を除き何

らかの心理的,情緒的,身体的,あるいは社会的

要因・背景により,児童生徒が登校しないある

いはしたくともできない状況にある者」（文部

科学省児童生徒課『不登校の現状について平

成21年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の

諸問題に関する調査｣結果)とされている。文部

科学省(2009)の「調査速報値」によれば,平成20

年度間に年間30日以上欠席した小学生は,22,652

名(小学6年生が7,727名)であるのに対し鷺中学生

は104,153名(中学1年生が23,149名)と,小学6

年生と中学1年生を比較すると,約3倍の増加が認

められている。

目的

近年,不登校という言葉をよく耳にすること

が多い。私は，不登校の家庭環境(家庭の環境

の変化・親子関係)・学校生活(対人関係・学習）

と大きく関わっていると考える。本研究では，

家庭環境(家庭の環境の変化・親子関係）・学校

生活(対人関係・学習)力坏登校に具体的にはど

のような影響があるかについて調べる。

方法

対象:跡見学園女子大学の大学3年生,大学4年生

女子110名（臨床心理学科，人文学科，現代文

化表現学科，マネジメント学科など)。

調査方法：以下の尺度で質問紙調査を行った。

①｢親子間の信頼感に関する尺度」（酒井，2005）

およびフェイスシートでたずねた。

②｢登校回避感情測定尺度」（渡辺・小石，2008）

で調査した。

③「不登校傾向尺度」（五十嵐・荻原，2004）で

調査した。

結果

「家庭環境」「不登校傾向」等とく同居・所属＞

との関係は認められなかった｡『学校生活スキル尺

度の下位尺度」のく所属＞によるt検定の結果，

「学習スキル｣(t=1.334,dfllO,ns),｢進路スキル」

(t=-_348,dfllO,ns),「集団スキル」(t=1.006,

dF110,ns),「健康スキル」(t=2.157,dF110,

p<.05),{コミュニケーションスキル」

(t=-.157,d仁110,ns)であった。有意差があったの

は「健康スキル」だけであり,臨床心理学科は，そ

れ以外の学科に比べて｢健康スキル｣が高かった。

考察

臨床心理学科の学生は，「健康スキル」が,それ

以外の学科に比べて高いことが分かった｡｢健康ス

キル」には,心の健康・体の健康など人によってと

らえ方は異なる。「学習スキル」，「進路スキル」，

「集団スキル」，「コミュニケーションスキル」は

臨床心理学科とそれ以外の学科に有意差がなかっ

た。つまり,この4つのスキルに関しては,＜所属

＞でスキルの差がない。「健康スキル」に関して，

臨床心理学科の人が高かったのは，特に学校の授

業で心の病について学ぶ機会が多く，心の健康に

気を遣う人が多いからではないかと考えられる。

引用文献

①五十嵐哲也・荻原久子(2004)．『不登校傾向尺

度」サイエンス社

②飯田順子・石隈利紀(2002)．「学校生活スキル

尺度」サイエンス社

③岸田幸弘(2012).不登校のきっかけと教師に

よる支援学苑社

④文部科学省児童生徒課「不登校の現状につい

て平成21年度児童生徒の問題行動等生徒指導

上の諸問題に関する調査結果

2013年度卒業論文指導教授：山口先生
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進路決定に関わる経験と

進路決定自己効力・無気力との関連について
奥田奈津子

（跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題仮説2：早期に進路決定に影響を与えた経験があ
Banuxa(1977)が提唱した自己効力を、進路れぱ、「進路決定自己効力」は高くなる。
関連領域に導入した研究の中に、『進路決定自己仮説3：たとえ進路決定に影響を与えた経験があ
効力」という用語がある。これは、個人が進路をったとしても、もし「無気力感」が高ければ、「進
選択・決定するにあたり、必要な課題を成功裡に路決定自己効力」は低くなる。
達成できるという信念のことである(Betz,2001)。結果、
今日、若年者の就職状況から、キャリア教育の初回の分析では仮説1，2，3のどれも支持され
重要性が問われている。その中で､測定可能な｢進なかった。ただし、『進路決定自己効力』と「無
路決定自己効力」は、キャリア教育やキャリアカ気力感jの間にかなり強い負の相関関係があるこ
ウンセリング実践の評価指標として期待されるもとは分かった。また、自由記述から、経験ありの
のである（富永，2008）。しかし、これまでの研群をポジティブ経験群とネガティブ経験群に分け、
究では、発達的な視点からアプローチされた研究t検定を用いて各得点の差異を調べたところ、「進
は数少ない。また、一般的な自己効力の発達との路決定自己効力｣の得点は､b(102)＝4.77､p<.05、
関連を考慮した研究も多くはない(富永,2008)。「無気力感」の得点も、t(102)=-3.17,1’<､05

目的であり、どちらも5％水準で有意であった｡よって、
本研究では、Bandura(1977)の自己理論の、再度分析を行ったところ、仮説2，3は同様に支持
自己効力の形成に影響を与える4つの情報源であされなかったが､仮説1は支持された｡そこで、「進
る行為的情報(実際に所与の課題をやってみる)、路決定自己効力」の高群と低群の自由記述の内容
代理的情報(他者が課題を遂行するのを観察する)、を、KJ法を参考にして分類した。その結果、高群
言語的説得の情報(言葉による説得、自己暗示)、では、自由記述の内容量が多いことが分かった。
生理的喚起の情報（生理的な反応の変化を経験すまた、低群では、4つの情報源のうち、行為的情報
る）の考え方を踏まえ、現在までの進路に関わると言語的説得の情報に該当する経験が極端に少な
経験の有無が、「進路決定自己効力」に影響を与いことが分かった。
えるとして、発達的な視点から、一般的な自己効考察

力との関係を調査、検討することを目的とする。2回の検証結果から､仮説1は支持され､仮説2，
方法3は支持されないことが分かった。このことから、

質問紙法（有意抽出・縁故型）を用いた。「進路決定自己効力」は『無気力感」と負の相関
1.調査対象者をなし、進路決定に関わる経験をした時期に関係
大学生(A大学。B大学学生）男女193名は無く、内容によって差が出ることが分かった。
2.調査内容内容では、低群で行為的情報と言語的説得の情
「進路決定自己効力」を浦上（1995）による進報に該当する経験が少ないことが分かった。よっ
路選択に対する自己効力尺度で測定した。次に、て､そのような経験を多くするためにも､習い事、
「無気力感」を、下坂（2001）による無気力感尺部活動、ボランティア活動といった課外活動への
度で測定した。最後に、進路決定に影響を与えた参加は積極的に行うことが良いといえる。
と思われる経験を、小学校から大学までと、その引用文献
他（浪人期、大学以降など）の各時期について、富永美佐子2008進路選択自己効力に関する
自由記述してもらった。これらを集計し、SPSS研究の現状と課題キャリア教育研究,25,
を用いて分析を行った。97-111．

仮説1：進路決定に影響を与えた経験があれば、

「進路決定自己効力」は高くなる。注)2013年度卒業論文指導教授:松嵜くみ子先生
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思春期と拒食症との関係性についての考察

文屋香純

(跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

悶題

近頃、テレビや雑誌でしばしば拒食症が取り上

げられるようになった。現代の日本では、痩せて

いる方が好ましいとされている。そのような風潮

が手伝い、過度のダイエットから拒食症を含む摂

食障害の患者が増えているのだという。また、拒

食症発症年齢の若年化が進んでいる(鈴木'2005)。

目的

実際にはどの程度患者がいるのか、具体的な症

状や治療はどんなものか、といったことが気にな

り、3年次に調査を行ってまとめたところ、思春

期での発症事例が多く見られた。しかし、なぜ思

春期にダイエットをする者が急増するのか、思春

期という成長過程がどの程度、摂食障害に関係し

ているのかという根本的な部分にまで及ぶことが

できなかった｡そのため､今回はそれを踏まえて、

思春期と拒食症には関係性があると仮定し、

．なぜ思春期の女性に多く発症するのか

．なぜ発症年齢が低年齢化してきているのか

の2点について、分析し、考察することにした。

方法

拒食症に関する発達心理学や医学分野の論文

を中心に文献研究を行った。

結果

拒食症の発症と思春期は一切関係がないとする

研究は見られず、いずれも思春期との関連が見ら

れた（例；向井,1994)。また、同一内容の質問紙

法を男子と女子、両方に行い、結果を比較する研

究が行われていたが、女子は二次性徴を体験した

ことによって、体重減少行動が増加することが認

められた。しかし、男子の体重減少行動と二次性

徴の有無には相関がみられなかった(上長,別07)･

考察

1、なぜ拒食症は思春期女性に多く発症するのか

先行研究の分析から､拒食症発症者が男性に比べ、

女性に多く見られるのは、二次性徴による皮下脂

肪の増加が1番の要因だと考えられる｡そのため、

二次性徴があらわれる思春期での発症が多いので

はないだろう力も鈴木（2N5）が述べているよう

に、現代日本は痩せていることが美徳とされてお

り、肥満体型の人間は自己管理ができていないな

どという負の評価を受けやすい。こうした風潮の

中で､思春期の女性は二次性徴を迎える｡すると、

健康的な身体発育による体重増加や皮下脂肪の増

加を悲観的にとらえてしまい、『成長した｣ではな

く『太った」と認識してしまうのではないだろう

か。

2、なぜ発症年齢が低年齢化してきているのか

発症年齢の低年齢化に大きく影響を与えている

のは､やはり「発達加速」〈田口,2010)であろう。

それに加え、メディア効果の1つである『ファラ

ー効果｣も影響を与えているのではないだろうか。

メディアで理想像に近い人物をたくさん見ること

で、自分の姿を見た際にファラー効果を受けて、

必要以上に自分の体型に対して悲観的な認識を持

つといったような影響があると推測される。近年

では、急速にインターネットが普及し、年齢に関

係なくだれでも情報が手に入るため、こういった

ことも低年齢化の要因となっているのではないか

と考えられる。

引用文献

上長然（2007）

思春期の身体発育と摂食障害傾向

発達心理学研究第18巻第3号

日本発達心理学会

向井隆代（1994）思春期女子における身体的発

達段階と摂食障害傾向の関係

日本教育心理学会第36回総会発表論文集

日本教育心理学会第36回総会準備委員会

鍋田恭孝（2011）身体醜形障害－なぜ美醜にとら

われてしまうのか－講談社

鈴木眞理（2005）ダイエット障害-ストレスとや

せ願望の奥にひそむ、摂食障害という心の

病一少年写真新聞社

田口久美子（2010）思春期女子の発達加速

長崎外大論叢第14号長崎外国語大学

注）2013年度卒業議文指導教授：山口豊一先生
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スター時代とアイドル時代のインタビュー比較
－ファンと編集者は変化しているの力¥一

渡邉彩乃

(跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

芸能人といえばかってはスターがもてはやさ

れていたが、最近ではスターではなく、アイド

ルがもてはやされるような印象を筆者は持って

いる。この事について文献を調べたところ、金

子（1991）によるとアイドルは、日本における

ラジオと映画の時代からレコードとテレビへの

メディア交代のなかで誕生した芸能人の一類型

であり、『スター」と「アイドル」とを比較する

と、両者はどちらも十分な量のファンを抱えた

人気者である。イメージ財として産業的実体を

もっていたことにおいては同じであるが、他方

両者には商品としての質的な差違があると主張

しているc

目的

人気芸能人がスターからアイドルに変化する

ことに伴い、芸能雑誌はその変化についていけ

ているのかを調べる｡その現象を調べるために、

今回は芸能雑誌のインタビュー記事に着目する

ことと-する。

方法

現代の雑誌から昔の雑誌まで電子書籍化して

保存してある国立国会図書館にて行う。

筆者は数ある雑誌の中から1952年10月か

ら発行が続いている『明星』（集英社）を調査対

象とした｡あらかじめ調査用紙を作成して行き、

雑誌に記載されていた質問内容を記入する。

各々の世代を30冊ずつ調査していき、仕事、

生活、恋愛、その他の分類にてどの項目が一番

多いのか調査していく。

結果

Figurelは女性スター時代、アイドル時代の

編集者での質問内容を比較したグラフである。

スター時代である1950年代、1960年代共に

仕事についての質問が－一番多い。アイドル時代

である1990年代､2000年代を比較してみると、

1990年代は生活についての質問が一番多く、

2000年代は仕事についての質問が多く行われ

ている。

口仕事

回生活

圏恋愛

題その他

0％50％100％

匡襄霊
年
年
０
０
５
６
９
９
１
１

Figurel女性スター、アイドル時代の編集者

間の質問内容比較（％）

Figure2女性アイドルに対する編集者ファ

ンからの質問内容比較したグラフである。

仕事に対しての質問はファンが多く行ってい

る傾向がみられ、生活にたいする質問が減って

いる。全体的にファンのほうが編集者よりも質

問内容に偏りがなく、均等にどの分類の質問も

行っている傾向がみうけられる。

0％50％100％
■仕事

函生活

日恋愛

日その他

一

編集者

フアン 1

Figure2女性アイドルに対する編集者ファン

からの質問内容比較（％）

考察

スター時代で仕事に対する質問の割合が多い

原因は、手の届かない庶民の憧れ的存在の「偶

像として崇められていたアイドル」であったか

らではないか。しかし時代の流れによりアイド

ルは握手会などを行うようになり「会いに行け

るアイドル」に変化した。これによりアイドル

と直接会話ができ、自分で直接質問できるよう

になった。これが原因で仕事、生活に対する質

問が多くなっている結果ではないか。

引用文献

金子修介（1991)．失われた歌謡曲小学館
･画.,咽ぶ一.ﾜｰｰ弓,.-.■ニテ■亀ブﾜﾛﾛｰｰｰ･ー,，ｰ唖氏､■亀＝ﾛｰｰろ口金b呂免岩一二－－夕辛･守一二一昔一一・一一章ﾆｰﾛ乃・宅寺･ﾛも召､

注）2013年度卒業齢文指導教授：藤澤伸介先生
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おしぼりの使用後処理行動
一原因帰属への試み一
影山明日香

（跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

飲食店でタオル地のおしぼりを出された場合、

私達はそれを使用した後、どのようにしているだ

ろうか。筆者はおしぼりの使用後の置き方が個人

の特性によるものなのか、あるいは他の要因によ

って決まるものなのかを調べることにした。

目的

飲食店における客の行動を観察することによ

って、使用後のおしぼりをたたんで置く人、たた

まないで置く人の違いが年代、性別、来店人数、

飲食時間帯によって変動するかどうかを調べる。

方法

来店客の行動の観察調査を行う。この調査は、

アルバイト先である飲食店(居酒屋）の勤務中に
行った。対象は、2013年4～5月までに来店した

客で、記録用紙に日時、性別、年代、使用後のお

しぼりの置き方、在店時間などを記入する。

結果

合計観察日数は8日間で､合計観察時間は38．5

時間であった。

おしぼりの使用後の置き方はFIGIME1の通りで、

これを見ると、来店したほとんどの人が使用後の

おしぼりをたたんでいたということがわかる。

ということがわかった。

0％ 50％ 100%

’
F

1

：耀嬢時溌蕊蕊溌蕊↑

鰯たたむ

■たたま

ない

閑散時

『

I

F

FIGuRE2混雑時と閑散時のおしぼりの使用後の置

き方（％）

考察

混雑時に比べて閑散時の方が、使用後のおしぼ

りをたたんで置いてあったということについては、

いくつかの要因が考えられる。

一つ目は他者の視線を気にして行動が変わっ

たという考え方である。吉田(1996)は自分の特

性をどのように帰属させたいか､あるいはどうい

った印象を与えたいか､という動機に基づいて遂

行行動を統制していると言っているが、この場合

も他者の存在による影響を受けたのではないかと

考えられる。

二つ目は混雑時には様々な意味でサービスが

低下することは明らかだから、几帳面な人は混雑

時を避けて入店する傾向があるのかもしれない。

使用後のおしぼりをたたむ率がどのような要

因によって変動するのかについては、以上に述べ

たように様々な可能性があるので、今後の課題と

しては、一つ一つの要因を丹念に調査していく必

要があるだろう。

引用文献

吉田俊和（1996)．社会的促進過程に関する研究一

他者の存在と個人のパフォーマンス－名古屋大

学大学院教育学研究科博士論文（未公刊)．
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FIGURE1全体のおしぼりの使用後の置き方（軸）

最も混雑している時間帯と、最も空いている時

間帯のおしぼりの使用後の置き方を見たものが

FIGIRE2である。わずかではあるが、店内が混ん

でいると、使用後のおしぼりをたたむ人が少ない 注)2013年度卒業論文指導教授:藤澤伸介先生
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カウンセラーの特性がメールカウンセリングに

及ぼす影響の基礎的研究
小久保淵凌乃

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科

問題

アメリカでは1997年、アメリカオンラインカウ

ンセリング協会(ISMHO)が設立され、20㈹年

で400Oあまりのサイトが運用されている。1997

年日本でも､「日本オンラインカウンセリング協会

JOCA.が設立されている（武藤、別0⑳。カウン

セリングでは書記的手法として位置づくものであ

る（福島・阿部1995)。

目的

本研究では、カウンセラーの特性がメールカウン

セリングに及ぼす影響について検討する。

方法

調査時期:2013年6月中旬～7月中旬､調査対象：

私立X大学の学生及び院生49人、調査手続き：

調査紙及び相談内容が記憶されたUSBメモリの

セットを配布｡それに記憶されている相談内容(後

述）に相談回答を入力、調査内容：フェイスシー

ト､自己中心性尺度(Enright,1980山本訳,2008)、

多次元共感性尺度のavis,1983桜井訳,1988)、

PANAS(Watsonetc.,1989)、相談刺激文徳愛と

アルバイト）

結果

49.の返信文から28個のキーセンテンスを抽出

し、上記の下位尺度8個を独立変数とした判別分

析を行った(Figl,Fig2)。

考察

結果から、『Aさんは悪くない～」というキーセ

ンテンスは少なくとも、相手を尊重し、寄り添う

姿勢を第一に見せようとした結果であると思われ

る。不安や動揺を覚えつつも緊張感を持ち、でき

るだけ肯定的な効果を与えようという前向きな気

持ちの持ちようが窺える。ただ、視点尺度が高い

正準榎関:0愚7

有意砿串:0銅1

…ﾗﾑタ:“76率5蝿水準

驍牽=扉砺…言
判別的中軍;83.7％

R即rも1

正皐筏閏:q564

有慰確率:a"6

W滋のﾗﾑダ冒晒82本5鈴水準

庭毒壼Eﾆーｰー訓

〆夛 判別的中率:81.㈱

Fい『B2

と、断定的な肯定はしにくくなるのだろう。

「あなたの自由に～」では自己中心注尺度の下位

尺度が高い負の値で、彼らがこのキーセンテンス

を用いないのは、回答者である自分自身が、この

回答をされることを望んでいないからと思う。

有意差が得られたキーセンテンスは、恋愛に関し

ての返信文に多く、今後は恋愛のみ、またはアル

バイトのキーセンテンスの選定を考えるべきだ。

引用文献

桜井茂男（1988)．大学生における共感と援助

行動の関係一多次元共感測定尺度を用いて

－奈良教育大学紀要第37巻第一号

（人文・社会）1蛸・153

2013年度卒業論文指導教授：宮崎圭子先生
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青年期後期女子における発達障害児子育て不安

鹿子田睦月

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科

問題

障害や病気をもつ子どもの出生は特異なこと

ではないのだが、胎児に異常があるといわれた

ほとんどの母親が衝撃を受ける附上,2帥鋤。

先行研究から、発達障害を抱える子どもの母

親の不安は周囲との関わりで変化し、出産する

前の母親は障害受容に関わる不安が見受けられ

るということが示唆される。だが子育て時の不

安と妊娠時の不安は研究されていても、それ以

前の青年期後期に発達障害児を育てることに対

しての不安はほとんど研究されていない。

目的

本研究の目的は、青年期後期の発達障害児子

育て不安を明確にすることである。そこから、

早い段階での不安を明確にすることにより、そ

の後の障害受容の手助けとなることが考えた。

また、発達障害児を育てる母親への理解やこれ

からのよりよい支援につながるのではないかと

も考えた。

方法

2013年6月中旬から8月上旬にA県内のB

大学の女子大学生15名（平均年齢＝20亨06〉を

対象に調査を行った。調査項目として、発達障

害児子育て不安に関するフェイスシートと半構

造化面接を用いた。分析方法は、、法を参考

にした分析を行った。

結果

フェイスシート、半構造化面接の結果からす

べての調査協力者に不安があることがわかった。

さらに子どもや育児への好感感情が高く、発達

障害について知識のある調査協力者であっても

不安を抱いていた。不安の内容は、障害受容の

不安や周囲の人間関係の不安、教育の不安、子

どもとのコミュニケーションの不安、など多様

に分析でき、周囲の人間関係に対する不安の意

見と母親である自分自身への不安が最も多かっ

た。80％の調査協力者は調査を終えて、発達障

害児を育てることは自分に関係のない事ではな

いと語っていた。

考察

結果から子育てへの憧れが強いほど、発達

障害児への子育て不安が強くなると考えられ、

それは定型発達の子どもや子育てと発達障害

児の子どもや子育てのイメージの差が大きい

からであると考えられた。母親である自分自

身への不安と周囲に対する不安が最も多くあ

ったことから、母親自身の不安は定型発達の

子どものよりも子育てが難しくなることと、

母親という役割の重さから生じるものだと考

えられる。周囲に対する不安は、定型発達の

子どもをもつ親でも不安を感じ、かつ発達障

害児となると差別や偏見といった問題が生じ

るのではないかと考えられた。また支援現場

での支援者の態度も不安に関係があると考え

られた。そして、発達障害児の子育て不安に

ついての半構造化面接を行うことによって、

調査協力者は発達障害児を育てることに対す

る問題意識が芽生えたと考えられた。

引用文献

村上真理・中込さと子・横尾京子2帥3発達

障害がある子どもと家族のケア;助産師の立

場から小児看護,恥(1鋤,16541658

注）2013年度卒業識文指導教授：片野智治先生
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鉄道人身事故の発生傾向
一自殺予防を考える－

小野こずえ

（跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

日本では年間約3万人もの人が自ら命を絶って

いる。そこで、自殺予防に役立つような研究の必

要性があると考えた。鉄道を利用しての自殺を対

象としたのは、他に及ぼす影響が大きいと考えた

からである。鉄道における自殺の発生に関し、ど

のような傾向があるのかを把握することは自殺の

原因を推測する参考になり、自殺予防に役立つと

考えた。

目的

『鉄道人身事故データプック2002-2009』（佐

藤,2011)で分析されている駅構内で発生した人身

事故のみならず、駅間で発生した人身事故も含め

て分析を行う。駅構内と駅間で発生した人身事故

について分析を行った場合、「自殺」を原因とする

人身事故は全体でどれくらい発生しているのか、

また1日平均、年平均についてや、月別、日別、

時間帯別、曜日別の人身事故の発生ついても分析

し、どのような傾向がみられるのかを調べる。

方法

国土交通省の情報公開制度を利用し､『運転事故

等整理表』という資料を入手する。そこから、平

成14年度から平成21年度までの8年間に発生し

た自殺、立入、転落、接触の4つを原因とする人

身事故について、月別、日別、時間帯別、曜日別

に分析する。

結果

8年間で発生した人身事故のうち約63%が自殺

を原因とするものであった。1日に1．6人、1年に

596.8人が鉄道を利用し、自殺を図っていること

がわかった｡平成14年度から平成21年度の8年

間に発生した人身事故の件数と割合、1日平均、

年平均を表にしたものがTnBIE1である。

FIGURE1は囮ABIE1から比率をとってまとめ

たものである。

原因が自殺となっているものに関し、月別で最

も多いのは10月で439件⑲､2%)であった。次い

で1月が420件(8.8%)と多かった。日別で最も多

かったのは別日で177件⑬､7知､次いで26日の

173件(3.6%)であった。時間帯別では、1日の始

まりから終わりにかけてだんだんと増加している

ことがわかった。曜日別でみると、水曜日の736

件(15.4%)が最も多く、次いで月曜日の705件

(14.8%)が多かった。
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FIGURE1人身事故発生割合鰐グラフ内の表

記数字は発生件数）

考察

今回の分析だけでは、鉄道を利用しての自殺に

関し､ある方面からしかみることができていない。

自殺の原因や動機に関しては、決してはっきりと

わかるものではないかもしれないが、個人がライ

フステージのどこに位置づけられるかで、自殺へ

至る経緯が異なることなどが考えられる。都道府

県別や、性別、年齢別の発生傾向など、異なった

視点からも分析してみる必要性があるだろう。

引用文献

佐藤裕一（2011).鉄道人身事故データブック

2002-2009つげ書房新社

厄

注)2013年度卒業論文指導教授：藤澤伸介先生
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犬への装飾行為と愛情の関係
－新しい犬人関係心理学の提案一

小笠原弘美

（跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

人間と犬の関係も掘り下げて研究する価値があ

ると筆者自身が思うことから、本来心理学の研究

の対象から外れた犬を取り上げた。なぜなら、犬

だけは他のペットとは異なる存在で人間に対して

積極的に友好関係を形成する特異な動物だからで

ある。このことはMasson(2010)でも指摘されて

いる。そこで、犬人関係を追求する手がかりとし

て、装飾は愛情の現れか人間の利己主義か、どち

らなのかということを調べた。

人間から犬への働きかけの一つは飼い主の「し

つけ」であり、人間の犬に対する犬を人間社会に

適応させるための愛情行為である。装飾は、しつ

け同様に飼い主が犬に対して行うものであること

から、装飾犬と一般犬俳装飾犬)の平均しつけ率

を比較することによって、犬への装飾行為が果た

して犬に対する愛情の現れであるのかを判定する

ことができると考えられるのである。

方法

観察対象の犬は散歩犬とし、それぞれしつけの

有無と装飾の有無について記録をする。データ数

として100匹ずつ調査し、100匹に到達をしたら

データをとるのを終了する。駒沢オリンピック公

園総合運動場が2013年5月18日、代々木公園が

5月9日・10日．12日・19日で時間帯について

は午後4時半から6時半に行った。

観察内容は、①装飾の有無②しつけの有無とす

る。記録内容の①装飾の有無については、(a)衣服

の有無、①)リードが華美、⑥アクセサリーをして

いる、(d)ベピーカーに乗せている、⑤毛を染めて

いる、③マニキュアの6点を条件とする。②しつ

けの有無については、(a)リードを引っ張る、(b)

吠える･捻る(d飛びつき(d)飼い主の足にまとわり

つくに)マーキングが多い(0リードを放すと戻っ

てこない、の6点を条件とする。この中で①の⑤

について犬の雨具は機能性を追及しているため、

そこには装飾の目的がない。従って装飾があると

いうデータ数には含めずに装飾なしと判断する。

①の(d)については身体に不自由がある場合は装

飾の目的がないため装飾なしと判断し、そうでな

い場合は装飾ありと判断する。②のい)については

客観的な判断が必要であるため一度見ただけでは

決して判断せずに3回以上であればしつけなしと

判断する。

結果

もし、装飾が犬に対する人間の愛情行為である

ならば、装飾犬のしつけ率は非装飾犬に比べて増

加しているはずである。しかしながら、非装飾犬

のしつけ率が85％であったのに対し､装飾犬のし

つけ率は79％であり、有意にしつけ率が増加する

ような傾向は、見られなかった。値IGU副§1)
0％50％1Ⅸ)％

I

非装飾犬 ■しつけ○

I !■■■
国しつけ×装飾犬

FTGURE1装飾の有無におけるしつけの比率

考察

以上の結果から装飾行為は、愛情とみなせない

ことがわかった。犬の観察を通して気づいたこと

がある。それは、尾をふって喜んでいると見なせ

る犬の行動を問題行動として矯正しようとする訓

練士がおり、この矯正までも「しつけ」と見なす

訓練観には、筆者は賛成できない。本研究では、

しつけの有無を判定しているが、それはあくまで

筆者の基準によるものである。犬を単に人間に隷

属すべき存在として扱うのではなく、人間と犬が

好ましい関係を築いて行ける社会を目指し、心理

学においても、そのような観点からの犬人関係の

研究が、今後は蓄積されていく必要があると筆者

は考えている。本研究は、今後進めるべき研究の

1例である。

引用文献

藤井聡(卸11)．犬にバカにされない飼い主になれる日東書院

Maawn,J.M@O".通り“杼釦”胆z趣惣…わり迦厚

NeWWk:Harperα亜ngPubmgh錘8

注)2013年度卒業論文指導教授：藤澤伸介先生
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新聞折り込みチラシの配布傾向分析
一曜日に注目したマーケティング心理学的考察－

遠藤史織

（跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

私たちが広告を目にしない日はない。近年はイ

ンターネットと-家庭に=台は必須となってきて

いるパソコンの影響により、インターネット広告

というものもよく目にするようになった。それぞ

れの広告はできるだけ特定の相手を絞り込んで広

告効果を出しているのである。新聞の折り込み広

告は曜日によるマーケティング戦略が使われてい

ると推測される。

留田・池添(1989)によれば、スーパーの食品に

関するチラシは土曜日に多く、白地に赤で「セー

ル｣･という語入りが目立つという。

しかし、業種限定の古い調査で、その後の変化

もあるだろう。スーパーに限らず、どの業種でも

それぞれ独特の曜日戦略を用いていると考えられ

るので本研究ではそれを調べることにする。

目的

本研究の目的は、全業種の新聞折り込みチラシ

を対象にし、曜日ごとに集計することによって新

聞折り込み広告片の曜日特性について調べること

である。

方法

埼玉県さいたま市南区の2013年3月から5月

末までの休刊日4月15（月）、5月7日(火)を除い

た朝日新聞朝刊別日分を使用した。

また分類分けの結果、全1969枚に折り込まれ

たチラシを業種別、曜日別に選別し集計した。

チラシの折込については、どの曜日にも分散す

るものと、特定の曜日に集中して織り込まれ

るものがあるので、まずは全体を大きく二つに分

類する。基準は1つの曜日で全体の4割以上にな

れば曜日集中型、それ以外を曜日分散型とする。

結果

Tablelは曜日分散型と曜日集中型の結果であ

る。まず曜日分散型であるが、33項目中20項目

がこれに当てはまった。特に教育分類広告片が多

く集まっており、教育一音楽系分類以外はすべて

曜日分散型であった。

次に曜日集中型であるが、物品分類の家電・楽

器や書籍・文具、飲食の小分類である飲食店、

軽食、宅配が当てはまった。

また飲食の小分類が曜日集中型で大分類で見た

飲食が曜日集中型であったが、これは飲食小分類

がそれぞれ別の曜日に集中しているからである。

正

Tablelチラシの曜日特性

考察

曜日集中型の家電や食品、不動産等が土曜日に

集まっているが、これらは家庭内で使用する人数

が複数であり、食品以外は高価なものを取り扱っ

ているチラシである。逆に曜日分散型は服飾や化

粧品、美容や健康等、高価であっても家庭内で使

用する人数が限られるものが多く含まれているこ

とがわかった。

このことから、曜日分散型は個人で使用する目

的のものが多く含まれ、曜日集中型は家庭で複数

人に関係してくる傾向のあるチラシが多く折り込

まれていることがわかった。

引用文献

留田明美･池添博彦(198鋤．食品広告片に関する

研究帯広大谷短期大学紀要，26，9一別

注)2013年度卒業論文指導教授:藤澤伸介先生
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【 分散型 ；日集中型

分鯛 号 分類：
ザ
目 分類番号 曜日 分類’

日

E

1

1a

lc

２
３
７
８
９
10

12

13

13k

I3I

13m

I4

t5

16

。
。
６
６
１
１

物品

物品一騒節

物品一化粧品･雑貨
飲食

住居･通信

公戯徽育施設
店舗･商菜施設
金醗･保険

医療･福祉
古物･レンタル

教育

教育一英語系
教育一ｶﾙﾁｬー 系

教育一学菜系

教育一ｽｰﾂ系
政治

美容･健康

娯楽

娯楽‐舞台系

娯楽一ゲーム系

1e

2f

矧
伽１

16p

1b

ld

2h

４
５
６

11

29

月

水

金

土

日

物品一割I･文具

飲食一飲食店

教育一音楽系

娯楽一文化系

握塞一ｽｺﾐー ﾂ系

物品一食品
物品一家電･楽器
飲食一宅配

不動産

法律･冠婚葬祭
移動

日講サーゼス

飲食一軽食
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ﾒガﾈ馴二お ら融凱…るｻ置ピス
－写販売鰯と購入側の浬知差の視点から－

鶴田祐輝．

(跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

近年、「好きだけど買わない」買い物客が増えて

きた。この為、買い物客が求めるサービスと販売

員が考えるサービスに違いが生じているのではな

いだろうか。この違いは、一体何が原因であるの

だろう恥衝動買いが起きる事の少ないメガネ店

にて、買い物客が求めるサービスと販売員の考え

るサービスの違い､また､客の性別などの要因が、

店内での行動に違いを生むのか、店に対する満足

度に変化が生じるのかを確認した。

目的

買い物客と販売員の認知のずれを確認する為に

5つの調査を行った。

協査1]買い物客の移動には､2つのパターンがあ

ると考えられる。1つ目は、店内全体を見て回る

悉皆型、2つ目に入店して1，2か所だけ見る熟考

型である。行動パターンと客の要因が関係してい

るかを観察する。

圃査2･4買い物客の満足度から、客が店に対し

て、何を重視しているのか調査する。また、販売

員も同様の評価をして、販売員は何を重視してい

るか、確認する。

【調査3．割4店の方針の違いと訪れる買い物客の

要因に関係があるかを確認していく。

方法

臓査1．3･副和真メガネ､パリミキ､JINS､ZOFF

の4店において、買い物客の性別や年齢、人数を

観察した。和真メガネは、店内での移動の様子も

同様に記録した。

職査2．4店に対する満足度を調べる為、買い物

客5名に質問紙調査を行った。和真メガネは販売

員との違いも確認する為、同様の質問紙調査を行

った。

結果

願査11購入した買い物客で、焦点型4組、悉皆

型5組であった。購入しなかった買い物客で、焦

点型22組、悉皆型16組であった。

平均在店時間は、購入の有無に関わらず、悉皆

型の在店時間が長い事が分かった。

購入した買い物客・悉皆型を除いて、他の行動

パターンは一人客が多い事が分かる。

臓査2．』合計得点が一番高いものは質問17雰

囲気からよいイメージがする(81点)であった。

鰯査3．副店に来店した買い物客の性別は、どの

店も同じくらいの比率であった、和真メガネ、パ

リミキでは､50代､60代以上が多く､JINS､ZOFF

では、比較的若い年代が多かった。

接客は、和真メガネとパリミキは同じ内容で、

ブランドやフレームの説明が多く、JINS，ZOFF

は、デザインの説明がほとんどであった。

考察

各店に訪れる買い物客の大きな違いに年齢があ

る。他社の製品も取り扱う店は、高齢の買い物客

が多い事に対し、自社製品のみを取り扱う店は若

い買い物客が多い。

和真メガネやパリミキは高価な商品も取り扱っ

ている為、お金が自由に使える中高年が多く訪れ

る結果となったと考えられる。

また、セカンドアプローチの違いからも、訪れ

る買い物客の違いが確認出来た。

和真メガネやパリミキに訪れる買い物客は、商

品以外にも安心や保証を求めている事が多いと考

えられる。高価な商品を購入する買い物客は、掛

け心地は良いか等を吟味する為、販売員に説明を

求める。JMS*ZOFFは、値段が安価な為、も

し合わなければ、もう一度購入しようと考える買

い物客が多い。この為、販売員もフレームのデザ

インを重視して、説明すると考えられる。

JⅨSの評価では自分だけのものがあると思え

る事が高い評価となった。JINSで取り扱ってい

るフレームのデザインは似ているものが多い為、

自分たちのみでフレームを選びやすい環境にある

事が原因だと考えられる。

［引用文鯛

博報堂買物研究所(2側7)．買物欲マーケティング－

「売る」を「買う」から考えるダイヤモンド社

勘2013年度卒業論文指導教授：藤澤伸介先生
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ン－ンズ購入行動に見られる件姜
、●

年齢鐸、、 同伴者の有無
～選択行動の色彩心理学的考察～

野口希美

(跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

ジーンズの色は着用している人の好みが反映

されていると考えられているが､実際の購入場面

では店員による色の提案や同伴者の意見が通っ

たりすることがあるので､着用状態だけを見て全

ての人が本人の色の好みを反映しているとは限

らないのである。

ジーンズの購入に関する先行研究では､荻野他

(1978)のように質問紙により生活と衣服の関連

について研究したものは存在するが､購入行動を

観察するといった研究は筆者が探した限りでは

見つかっていない。そのため本研究では､店員と

して潜入し観察することによって購入行動を分

析することにする。

目的

ジーンズを試着し購入を決定した人を観察し

て、性別や年齢層、同伴者の有無といった購入行

動を観察することで、色の好みの傾向を調べる。

方法

ジーンズ購入者の購入行動の観察調査を行っ

た。記録にあたって対象者は全年齢とし、記入の

際には10代まで、20～30代、40～50代、60代

以上の4区分とする｡性別は男性と女性の2つに

分類する。色はジーンズの中でも代表的な青色、

無彩色のみとし、紺に近い青、濃い青、少し濃い

青、少し濃い青ダメージ加工あり、薄い青、薄い

青ダメージ加工あり、茶色い青、茶色い青ダメー

ジ加工あり、白っぽい青と、無彩色の計10種類

に分類する｡ジーンズ生地で作られていてもカー

ゴパンツ､ショートパンツなど販売上の分類がジ

ーンズと異なるものは除外する｡試着した本人の

同伴者が色の最終決定をした場合には同伴者の

性別、年齢層も一緒に記録する。

結果

一0 凸唾ﾛ&･￥

一
一
一
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Figure2年齢層によるジーンズの色の好み(%)
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Figure3単独購入者と同伴者のみによる選択

購入者の割合（％）

男性の方が女性より濃い色のジーンズを好み、

全体では若い人ほど濃い色を､年配の人ほど白っ

ぽい色を好むという特徴が見られた。

考察

若い人ほど濃い色､年齢が上がるほど薄い色を

好むという傾向があったが､これには試着し色を

決定した人にその色を選んだ理由を聞いていく

といったような調査を行うことで年齢層によっ

て色に対する意識の違いが分かるのではないだ

ろうか。また、試着した人の同伴者が購入する色

を決定した場合の割合は多く、問題で述べたよう

に着用状態がそのまま本人の好みを反映してい

るとは限らないと言えるだろう。

引用文献

荻野千鶴子，酒井清子・早坂美代子・村瀬道代・

沢辺恭子(1978)．現代における生活と衣

服との関連について（第2報）女子大生と

ジーンズ名古屋女子大学紀要名古屋女

子大学24,19-24.
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Figurel性別によるジーンズの色の好み(%) 2013年度卒業論文指導教授：藤澤伸介先生
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カフェ利用客は何をしているのか
－カフェ選択における心理的モデルの提案－

佐藤加苗

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科

問題

筆者は仕事の前などのちょっとした空き時間に

よくカフェを利用する。カフェがどのような場と

して利用されているのかは片岡（2005）の調査に

よると、くつろぎ・休憩の場が67％、会話の場が

18％、飲食をする場が9％、勉強・仕事・趣味の

場が2％､待ち合わせの場が3％､その他が1％と

されているが、この調査はアンケートによるもの

なので、実際にはどれぐらいの時間利用し、どの

ような行動をしているのか正確にはわかっていな

い。そこで筆者が店舗に行き、実態を調査するこ

とにした。

カフェにも色々あるが､中村(恥09)によると、

ワンウェイカフェ（本論文ではセルフサービス

カフェ）…セルフサービスのカフェ全般

フルサーピスカフェ(本論文では従来型カフェ）

…若い人々が集うおしゃれなカフェであり、かつ

フルサーピスである

和カフェ…和のイメージを強く押し出したおし

ゃれなカフェで、フルサービスが基本

ダイニングカフェ…ランチやディナータイムに

しっかりとした食事を提供することができて、フ

ルサーピスが基本

という分類を主張している。

本研究では分類ごとに行動内容の項目に違いが

出るのかどうかを見ていきたい。

目的

カフェの分類（セルフサービスカフェ、従来型

カフェ、和カフェ、ダイニングカフェ）ごとに店

内の客の行動を観察し、どのような目的でカフェ

が利用されているのかを調べる。また、カフェの

分類ごとに客の行動内容や利用時間に差が見られ

るかどうかにも注目する。

方法

カフェの分類ごとに、セルフサービスカフェ

5件、従来型カフェ5件、和カフェ5件、ダイ

ニングカフェ5件の計別件を回り､5時間ずつ

店内を観察し、客の行動を記録する。

結果

Figurelはカフェ分類別の1人作業の内容で

ある。調査した人数は716名（男3皿名、女

如5名）であった。その行動の比率はFigurel

に示してある。

0％50％100％画飲み物のみ
‐ﾄー －－－－－ムーーーーー』

鹿飲食のみ

ロ読み物

圏携帯

国勉強

図パソコン

囮その他

セノレフ

従来型

和カフェ

ダイニング

Figurelカフェ分類別の1人作業の内容(%)

考察

mblelはカフェ選択モデルで、調査から得

られた結果をもとにして利用客の選択基準を表

にまとめたものである。

セルフサービスカフェは1人作業が多く、男性

に選ばれやすい傾向があった。

従来型カフェは男性が多く、読書を目的とした

利用客に選ばれやすい傾向があった。

和カフェは女性の利用が多く、飲食にこだわり

がある利用客に選ばれやすい傾向があった。

ダイニングカフェは食事がメインで、複数客で

会話を目的として利用されやすく、長時間過ごし

たい利用客に選ばれやす@頓1句があった。

Thblelカフェ選択モデル

引用文献

片岡巌(2005).はじめての『カフェ」オープン

BOOK技術評論社

中村新伽0鋤.となりのカフェが儲かっている

本当の理由ぱる出版

注)2013年度卒業論文指導教授:藤澤伸介先生
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駅前シャッターにおける落書きの色と場所の考察
一「落書き」の心理学的研究（2）－

門倉未来

(跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

問題

本研究では、物体の存在する目的に合致しない

図や文字などの書き込みを｢落書き｣、店がシャッ

ターに表示した店名や営業時間など、目的に合致

した書き込みを「シャッターロゴ」と定義し、駅

周辺の商店シャッターに対する落書きとシャッタ

ーロゴについて調査する。

目的

駅周辺の商店のシャッターに記入された落書き

に共通する特徴を分析し、落書きする際にどのよ

うな場所を選ぶのか、またどのような色を選んで

落書きするのかを明らかにする。

方法

観察調査を用い、駅周辺の商店のシャッターの

中で、落書きをされているシャッターとされてい

ないシャッターの違いを調べる。

結果

今回調査したすべての地域で、ロゴが書き込ま

れているシャッターには落書きはされていないこ

とがわかった。また、落書きとシャッターロゴで

はシャッターロゴのあるシャッターが多く、落書

きのあるシャッターは少なかった。

1日の平均乗車人数が10万人以下の駅が多く、

全体を見ると乗車人数が多い都心に近い駅ほど落

書きされたシャッターの枚数も多いという傾向が
見られた。

シヤッターロゴは灰、白のシャッターに多く、

シャッターロゴの色は黒赤、青、緑、黄が多か

った。落書きは灰のシャッターに多く、落書きの

色は黒、白、赤、青、シルバーが多かった。

シャッターも落書きも駅から見て左側に多いと

いう結果を得られた。極GURE1)

考察

シャッターロゴでは灰地に赤の図や白地に青と

いった彩度の低いシャッターに彩度の高いロゴ、

白地に黒といった明度の低いシャッターに明度の

高いロゴを表示したものが多かったb地の色に対

霊逢の故〈枚) と

／ 左
右
回
厩

シャッターの畝

u路11現パ『Jc“鵡晶《虎‘'鯲緬叫蝿(蝿槻端以屍I4X理

FTGURE1落書きとシャッターの場所<%)

して、図を明度や彩度の差の大きい色にすること

により、図の色が遠くから見てもはっきりと認識

できるようになるため、シャッターロゴは見やす

さを重視して記入されていると考えられる。

落書きでは、灰地に黒、灰地に白、白地に黒と

いったように、無彩色の地に無彩色の落書きが半

数以上を占めていた。落書きは悪ふざけや破壊を

目的として行う場合が多いと筆者は考えている。

そのため、落書きするときは地の色に関係なく、

手に入りやすい色を使って落書きをしているので

はないかと考えられる。

シャッターも落書きも駅から見て左側に多かっ

たことから、落書きはシャッターの多い場所を選

ぶと考えられる。人の集まりやすい都心に落書き

が多く、シャッターロゴによって所有の明確性が
確保されたシャッターには落書きはされていなか
った。

引用文献

Berlin,B.,&Kay,P.(1969).BaSicColor

Tbrms:TheirUniversalityandEvolution.

UniversityofCalifbrmaPress
小林茂雄（2002)．都市の街路に描かれる落書き

の分布と特徴一渋谷駅周辺の建物シャッタ

ーに対する落書き被害から－日本建築学会

計画系論文集560,59-64

小松英雄（2001)，日本語の歴史一青信号はなぜ
アオなのか,笠間書院

注）2013度卒業論文指導教授：藤澤伸介先生
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指導教授

藤澤伸介

山口豊 一

松嵜＜み子

宮埼圭子

片野智治

2013年度卒業論文指獣針
(ポスター発表順）

指導方針

卒論は、学生にとって初めての研究体験であることを考麓し、日常人間活

動のどのような現象も心理学研究のテーマになり得ることが実感できるよ

う、テーマ選択は本人の卿糠熱心を最大限鞭し、術研究との関連でオリ

ジナリティが発揮されるように捲鱒した。必ず､量的測定を含み綿油鵬

を施すことを義務づけたが、綱活動やアルバイトと両立可能な調査も、積

極的に認めた。研究の楽しさが体験できることを第一目標とした。

本ゼミでは、現在教育界の重要な問題である不登校やいじめ、校内暴力、

発達障害児童生徒への対応の在りかたに関するテーマを中心に取り組んでい

ます。まず自分が取り組みたいテーマの論文を展望して、発表します。そこ

で、テーマの修正などがあります｡ その後輪のテーマに沿って研究か進め

られ、 中間発表ではゼミの仲間から意見を貰います｡卒論を書き上げた後、
一人ひとりが発表し、お互いの研究内容をシェアリングします。

子どもの心身の侭犠をテーマに、そのアセスメント、慢峡患、不定愁

訴、心身症、不安、 抑うつ、発達の問題、行動の問題等脳解､本人、家

族、学校、医療､福祉が協働して問題解決するための工夫等について演習を

進め、各自の問題意識を大切にしながら、卒業論文に取り組みました。視

点、手法等においても、その人らしさの発揮できる指導を心がけました。

私のゼミでの卒論指渤針の最終目的を、皆さんの綱掘考能力を培っ

てもらうことと設定しています。具伽灼には、この力は、問題発見#極]，仮

謙設定能力、データ分析能力、ロジックをつなげる能力､分かりやすくかつ

論理的な文章を書く能力、図解力などに具現化されます。そしてこれらを展

開するのに良い方法論の1つとして、量的研究で論文を書くという事だと思

っています。宮崎ゼミでは、 全員、量的研究で卒論を書いています｡

5つの方針を提示した。研究内容の公共性：単に個人的興味の追求でな

く、公共性を持つこと。研究の倫理：アンケートやインタビューで収集し

た個人情報に関し守秘義務を遂行すること。内容としてはカウンセリング

研究もしくは臨床'心理研獺連とすること。研究倫理との関連で、引用．

参考文献を明記すること。研究の週琵伏況にあわせて教員との個別面談を

すること。もしくは「リサーチのサポートグループ」に参加すること。
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